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2008 年度当会は、武蔵野市の NPO 補助金を得て、「市民のためのまちづくり検討プログラム 2008」
を開催しました。 
これは、「街並みウォッチング」を中心に、まちの現状や今後予想されるまちの変化について把握す

る機会を多くの市民の皆様に提供し、自分たちのまちの将来ビジョンやまちづくりの方向性を考えるた

めの基礎としてもらうことを目的にしたものです。 
予定していたプログラムは全て実施しました。ご参加くださった皆様、ご協力いただいた皆様に感謝

申し上げます。 
 

プログラム１｜街並みウォッチングの開催 

［開催経過］ 
次のとおり、計６回開催。 

 ６月 21 日(土) 第１回街並みウォッチング「調布保谷線をみる」 
 ７月 26 日(土) 第２回街並みウォッチング「関前～中町～御殿山隣接地のウォッチング」 
 ９月 27 日(土) 第３回街並みウォッチング「外環の街をみる」 
 10 月 25 日(土) 第４回街並みウォッチング「東町～北町隣接地のウォッチング」 
 11 月 29 日(土) 第５回街並みウォッチング「北町～緑町～八幡町隣接地のウォッチング」 
 ２月 28 日(土) 第６回街並みウォッチング「イースト吉祥寺のこれからをみる」 

 

プログラム２｜過去の実施事業成果の公表に向けた整理 

次の７つの実施事業音声記録のテキスト化を実施 
 設立準備会「英国福祉施設の現在」講師：山田 朗（2001 年 8 月 24 日） 
 設立記念シンポジウム「ユニバーサルデザインによるまちづくり」講師：千葉大学清水忠男教授
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（2002 年 4 月 18 日） 
 第１回むさしのまちづくりシンポジウム「まちづくりを市民の手で！緑町の経験から学ぼう」講

師：千葉大学延藤安弘教授（2003 年 3 月 15 日） 
 第２回むさしのまちづくりシンポジウム「協働のまちづくり」講師：田村和寿 武蔵野市開発公社

理事（2004 年 6 月 19 日） 
 第３回むさしのまちづくりシンポジウム「武蔵野」の新たなまちづくりを目指して開催「逆都市

化の時代 ～ 市民と行政による協働と時代への挑戦」講師：東京大学 大西 隆教授（2005 年 10
月 28 日） 

 第４回むさしのまちづくりシンポジウム「武蔵野」の新たなまちづくりを目指して開催「まちづ

くり条例の挑戦！」講師：東京大学 小泉秀樹助教授（2005 年 12 月 3 日） 
 第５回むさしのまちづくりシンポジウム「武蔵野」の新たなまちづくりを目指して開催「感性工

学によるものづくり、まちづくり」講師：広島国際大学 長町三生教授（2006 年 2 月 4 日） 
 

プログラム３｜まちづくりの事例視察 

11 月 29 日(土)に、練馬区のまちづくりグループ「まっぷす」と練馬まちづくりセンターの協力を得て、

「練馬区上石神井駅周辺地区まちづくり」および「千川上水プロムナード構想」の視察を実施。 
 

プログラム４｜ウォッチング、事例視察の結果報告 

街並みウォッチングと事例視察結果について、当会発行ニュース「まち」№36、37、38 号で報告。ニ

ュース「まち」は当会ホームページにて公開している。 
 
以上のほか、12 月に武蔵野市まちづくり推進課の協力を得て、昨年９月に制定し、今年４月１日に施行

される「武蔵野市まちづくり条例」の市民向け勉強会を開催した。 
 12 月 10 日(土) 武蔵野市まちづくり条例勉強会開催 
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第 1 回街並みウオッチング「調布保谷線を見よう」実施報告 
担当：清本 和子 

 
実施日：平成 20 年 6 月 21 日 9：00～14：00 
 
参加者：山脇、倉沢(亜大学生)、中島(新会員)、内山(市議、新会員)、川名(市議、新会員)、森、南、中

川、村井、清本 
    池田（まちづくり推進課）、中迫（まちづくり推進課） 
    佐藤(武蔵野赤十字病院 総務部)   計 13 名 
 
コース：①三鷹駅→→②本村公園→→③久保公園→→④中央線踏切→→⑤武蔵野赤十字病院→→⑥三鷹

市塚→→⑦深大寺入口→→⑧神代植物公園前→→ 
    ⑨三鷹駅 
 
観察地点：②～③ グリーンパーク遊歩道の横に都が暫定的に整備した自転車道 

③ 既に供用されている関前地区の２５ｍ幅の調布保谷線 
③～④ 買収済みの用地(境・境南町地区) 
④ 屋上ヘリポートから見下ろせるまちの様子 
⑥～⑦ バスの車窓から、買収済みの用地(三鷹市) 
⑦～⑧ 環境施設帯(歩道と自転車道) 

 
成 果： ①調布保谷線の位置関係が認識できた。 
     ②36m という幅員を実感できた。 
     ③環境施設帯の実物を比較観察(歩道と自転車道が植栽で仕切られている例と舗装の色分け

だけで区別されているもの)できた。 
 
感 想： ●災害時、市役所、防災センターなどと日赤を結ぶ緊急道路として、 

重要なルートになると思うので、その点も考慮してつくるべき。 
●自転車道はきちんと分けてつくるほうがいい。 
●住民協議会の中で沿道住民の要望を十分聞くべき。 
●関前の既に供用されている部分はごく普通の道路という感じ。 
●調布市に完成している部分はかなり満足すべきものだと思う。 
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第 2 回街並みウオッチング 
「御殿山通りを中心とした三鷹駅周辺のまちづくり」実施報告 

 
担当：村井 寿夫 

 
実施日：平成 20 年７月 26 日 9：00～12：00 
参加者：森、井部、高田、山田、清本、篠原、内聞、塩澤、村井   計９名  
コース：①三鷹駅南口→→②万助橋→→③むらさき橋→→④三鷹橋 

→→⑤ツインビル建設地→→⑥中町集会所 
観察地点：① 三鷹橋で都市計画の看板を確認後、三鷹シティバスに乗り、車窓から御殿山通り（武

蔵野側）を見ながら万助橋へ向かう。 
②～③ 武蔵野側は、双方向であるため、井の頭自然文化園沿いの歩道は狭い。北村西望の

アトリエ（美術館）は、玉川上水側に小さな広場があり、歩道も少し広くなってい

る。 
この区間は、路上駐車が多い。 

③ むらさき橋から、三鷹側の山本有三文庫（庭園）、武蔵野側のジブリ美術館事務所

（草屋根）を見学。 
④ 買収済み用地と未買収用地。小さい敷地は、コインパーキングとなっているところ

もある。 
⑤ ツインビル建設地。一階のフロアまで工事が進んでいる。 
⑤～⑥ かたらいの道、横河グラウンド南の遊歩道を歩く。 

成 果： ①83％進んでいるという御殿山通りの拡幅区間を確認できた。 
     ②すでに整備されている三鷹側（風の散歩道）は人通りが多い。 
     ③万助橋からむらさき橋の区間は、歩道が狭い。 
     ④御殿山は、中央線と玉川上水に挟まれた住宅街として、通行できる道が限られていること

が認識された。 
感 想： ●風の散歩道を整備した頃、三鷹には熱心な市民がいたが、武蔵野市側は無関心だった。

御殿山通り整備では、人道橋の整備があるが、三鷹市側はあまり必要性を感じてない。市

民同士での協働は難しい。 
●御殿山地区は中央線により、北側への通行が阻まれた地区で、三鷹市の繫がりが強く、駅

西の上連雀 1 丁目は対照的に武蔵野市との結びつきが強い。三鷹駅を中心に、三鷹市、武

蔵野市が連携したまちづくりが必要であると感じた。 
●武蔵野と三鷹の都市計画図をつないでみると、三鷹市側は、市主導のまちづくりの意欲が

感じられる。三鷹市は、市の表玄関であるので当然であるが、武蔵野市側も将来のビジョ

ンをつくる時期に来ていることを強く感じた。 
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第 3 回街並みウォチング「外環の街を観る」 
 

武蔵野市と周辺地区への都市計画道路を知っていますか？ 
外環の 2（地上部の街路）を航空写真でウォチング 
武蔵野市のまち・みちづくり 

実施報告 
担当：中川 瑛子 

 
実施日：平成 20 年 9 月 27 日（土） 10：00～12：00 
場 所：武蔵野商工会館 消費者センター講座室 
参加者：計 60 名  
   ＊ 参加申し込みは１4 名で会員参加者をいれて２０部の資料を用意したが当日参加者が多数あ

り、資料や会場整理に不備があった。 
目 的：今年度の事業「武蔵野市と隣接する地区境の道路やまちづくりをウォチン 

グ」を重ねていくとき、武蔵野市や隣接区市の都市計画やその進捗状況の全体を知ることの必

要性があると考え長年、市の道路にかかわってこられた井上技監に説明をお願いした。 
外環の２計画地はほとんどが整然としたきれいな住宅地であり、その街並みがよく分かるよう

ウォッチングは航空写真を利用した。 
内 容：1.外環の 2 を航空写真でウォチング 
     練馬区西部・杉並区、武蔵野市から調布市東部までを航空写真で街並みウォチング。 
     ・外環の２の計画予定地（目白通り～東八道路の地上部街路）の武蔵野市では第一種低層住

宅地が９割を占める良好な住宅地である。杉並区８割、三鷹市７割である。 
     ・計画地および周辺には本宿小、第３小、吉祥女子中学高校、樫の実幼稚園、松庵小・立教

女学院・井荻小・荻窪中学・桃井 4 小・八幡幼稚園（杉並区）などの学校が近接している。 
     ・計画地には石神井公園・石神井川、千川、善福寺公園・善福寺川、井の頭公園・神田川、

玉川上水などがありそれらを横切る。 
    2.武蔵野市と周辺地区への都市計画道路について 
      講師 井上 良一技監（市企画政策室） 
      武蔵野市および近隣区市都市計画施設図（手書きで修正した最新版）のかなり詳しい説明

があった。 
      ・吉祥寺・三鷹・武蔵境各駅周辺の道路拡幅や主要な市の道路ほぼ終了し、市道、私道都

道を含めます目状に整備されつつあるが、つながっている他区市との連携調整は十分に

出来ていない。 
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・ 住宅地に入り込む車両対策としてのみちづくりが行われている。 
・  

3.質疑応答 
・公園通りは武蔵野市では拡幅したが練馬区には入ると急に狭くなり、これでは効果が得られ

ないのではないか。 
→計画道路の実現は各区市の事情があり、連携がうまくいっていないところがある。 
・自転車専用道路が必要だがどう考えているか。 
→実験的に数箇所設置しているが全市では難しい。 
・三 3.4.12（三鷹～女子大通り）は三鷹市では優先整備路線（都道）に変更しているが続く武

蔵野市では変更していないがどうしてか。 
    →大泉の例もあり外環計画がはっきりしていない段階では難しいと判断し、優先整備道路には

しなかった。近隣との調整は必要だが、武蔵野市の事情もあった。 
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第４回街並みウォッチング 
「東町～北町隣接地のウォッチング」実施報告 
テーマ「住宅地の狭く交通量の多い道路と地区計画設定地域」 

 
担当：井部文哉 

実施日：平成 20 年 10 月 25 日 9：30～12：00 
参加者：井部、内門、清本、塩澤、篠原、高木、中島、村井、森、南、山田、横山、渡辺 

（高木、中島、横山、渡辺さんは「みちプロジェクト」メンバー） 

計 13 名 
コース：吉祥寺駅北口→（ムーバス）→①法政通り→②女子大通り→③杉並区との境界道路→④関東バ

ス・南善福寺終点→⑤練馬区との境界道路→⑥東十一小路・宮本小路→⑦吉祥寺東コミセン（九

浦の家） 
 
観察地点：①法政通りを北進しつつ、吉祥寺中心街において五日市街道を右折して女子大通りに抜ける

ことが出来る最東端の道路である法政通りの交通状況を視察。 
   五日市街道においては、この法政通り以西は吉祥寺通りまで東から来て右折により北進

して東町１丁目の住宅地に入ったり、女子大通りへ抜けることは出来ない。従って法政通り

の交通量はかなり多い。この道路は片側にガードレールにより歩道が設けられているが、沿

道の住宅に車が入る関係でガードレールは断続しており、ここを縫って自転車が歩道部分に

出入するので歩行者は安心して歩けない。 
  ②女子大通りを北へ横断。そのまま住宅地の中の小路を北進し、通りすがりにある武蔵野

美大の三雲館（画家の三雲氏の画室跡地を美大に寄付し、教育研究施設が住宅地の中に造ら

れることになっている）の建設予定地を一望した後、東京女子大の敷地に突き当たり、女子

大の塀沿いの市区境の狭隘道路を西進しながら視察。 
  ③この道路（市道３号線）は幅員４ｍ未満の東行き一方通行の狭隘道路であるにもかかわ

らず、東進すれば女子大通りを斜めに横断し西荻窪駅の西口を経過し環状８号線まで達する、

いわゆる抜け道道路であり、平成１８年の１２時間通行量調査では１０２９台となっている。

この交通量は幹線道路である女子大通りへ吉祥寺通りから流入する東行きの交通量３２５

０台（調査地点：四軒寺交差点）と比べると狭隘道路に抜け道として如何に過大な負担が掛

かっているかがわかる。しかもこの道路の千台余の交通量は１２時間に平均しているのでは

なく朝の通勤時に集中していることを考えるといかに異常な状態かがわかる。 
   ウオッチングで歩行中も道路の北側が女子大の塀のため交差進入する車が無いので速度

を落とさず東進してくる車に相対すると電柱の陰に身を隠さなければ危険を感じる状態で

あった。 
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  ④更に西進して南善福寺の関東バス終点（～荻窪駅北口）でこの地点が練馬区・杉並区・

武蔵野市の市区境の集中点であることを観察。また武蔵野市側の北宮本小路（南行き一方通

行）の「人に優しい道づくり」の状況を望見。更に、杉並区側の善福寺公園方面への道路幅

が広い（１０ｍ超）のに北宮本小路は６ｍと市区の接合点で道路構造が変化することも観察。 
  ⑤南善福寺終点から西進して東十一小路の北端に至り、そこの駐車場で北側の旧法政中高

校グランドで進行中のマンション等住宅開発工事の現場を視察。更にこの地点が１２時間交

通量調査で東十一小路（北行き一方通行）を北進して来た１４２６輌が東行き５８５輌・西

行き８４１輌と各々一方通行の道に振り分けられる地点であることを観察。また西行きの練

馬区との市区境道路が４ｍの狭隘道路であり、女子大側とは異なり両側に住宅があり尚且つ

多くの南北道路と交差している状況を説明。 
  ⑥東十一小路に入り南進しつつ、北宮本小路と同様の「人に優しい道づくり」の状況と成

熟した住宅地の中の狭い道路（６ｍ）での通過交通の状況を観察。 
   北宮本小路と東十一小路を連結する、梅ノ木マンション南側の道路に東進して入り、一

方通行により狭い道路が迂回路として通過車両に利用されている状況を観察。 
   北宮本小路と東十一小路の間の小路に入り、南進しながら、通過交通の少ない住宅地の

本来の道路の状況を観察。さらに旧巴幼稚園の跡地に出来た幼児施設「０１２３吉祥寺」を

一見。この施設の南側道路を右折西進して東十一小路に戻り、更に南進して女子大通りとの

交差点を横切り、うぐいす小路に入り吉祥寺東コミセン九浦の家に１１時に到着した。 
  ⑦話し合い 
感想 
１． 観察した東町のこの地域は戦前から開発された成熟した住宅地であるがそれゆえに道路幅

が狭い。自動車交通が発達した結果多くの車両を容れる余地が無く、多くの道路が一方通行

になっている。本日歩行観察した法政通り・市区境通り・宮本小路・東十一小路・うぐいす

小路は全て一方通行である。わずかに「０１２３吉祥寺」前の南北道路が通行規制がなかっ

ただけである。 
２． 北宮本小路は南行き一方通行の道路であるが、北端が３市区境界の集合点に接しており、武

蔵野市外から流入してくる車両が集中し、１２時間調査で３５１１台という幹線道路並みの

通過車両を負担している。ことに通勤・通学時間の朝において著しい交通集中が生じ、沿線

住民の生活・児童生徒の通学などに危険が危惧されている。 
３． 東十一小路は北宮本小路と対を成す北行き一方通行の道路であり、１２時間調査では１４２

６台を負担しているが、夕方の時間帯の交通集中が著しい。 
４． 武蔵野市はこのような状況を改善するため「人に優しい道づくり」事業によりボラード（道

路幅狭窄の柱）を設置して、通過車両の速度と量の抑制を図ったが、車両の注意は喚起でき

たものの通過量においては目に見える成果は上がっていない。 
５． 杉並区・練馬区との市区境道路については４ｍ程度の著しく狭隘な道路であるが、いわゆる

8



 

 

抜け道として多くの車両が通行している。いずれも本来、吉祥寺通り・女子大通りなどの幹

線道路を通るべき車が幹線道路の信号を嫌って住宅地の中の道路に入り込み、通り抜けてい

るものである。 
６． 市区境の道路は自治体の行政区域の端であり、さらに両方の自治体に関係するためどうして

も関心が薄くなり整備が遅れて、現状のような道路が残されている。更に市区境で接合する

道路においても、両方の自治体の道路行政の相違が具体的な舗装の状態や拡幅整備の状態に

現れる。例えば幹線道路の吉祥寺通りでさえ武蔵野市側は拡幅整備が終わったが練馬区側は

旧来のままであり、接合部で交通障害が起きている。また、北宮本小路は接続する杉並区側

が整備された２車線道路であるが、武蔵野市側は一方通行の１車線の狭隘道路のまま現在に

至っている。前回のウオッチングで観察した玉川上水沿いの道路でも三鷹市と武蔵野市との

協調した道路整備が行われていなかったが、この地域でも同じ状況が見られる。 
７． 地域住民の一部はこの状況を解決すべく１０年前から陳情を始め行政・警察などへ種々の働

きかけを行っているが、交通規制についての具体的な成果は未だ上がっていない。 
－以上－ 
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第５回街並みウォッチング 
「西東京、練馬 市境を観る 北町～緑町隣接地のウォッチング」 
実施報告 

担当：塩澤誠一郎 
実施日：平成 20 年 11 月 29 日 13：30～17：00 
参加者：井部、内門、浦野（武蔵野自然塾）佐竹、篠原、東（芝浦工大）、村井、森、山田、塩澤 
ゲスト：杉崎（練馬まちづくりセンター）、大内（まっぷす）、中村（まっぷす） 
          計 13 名 
コース：①上石神井駅南口→→②立野橋付近外環 IC 計画地→→③千川上水緑道→→④立野公園→→⑤

むさしの自然観察園→→⑥慈雲堂内科病院前住宅地開発→→⑦大規模マンション開発→→⑧

緑町コミセン 
観察地点： ① 上石神井駅前で「まっぷす」の皆さんと杉崎専門員より上石神井駅周辺地区まちづ

くりの検討状況について説明を伺った。今年 3 月に基本構想が決定し、現在はまち

づくり協議会においてテーマ別の懇談会で検討が進められている。 
 ② 外環 IC 計画地付近にて、IC の計画の状況を確認。既存の住宅地もあり、大きな事

業になることを実感する。 
 ③ 「まっぷす」による「千川上水プロムナード構想」について現地で説明を伺った。

構想は練馬まちづくりセンターの助成を受け、地域住民や、都や区の行政関係者な

どとの意見交換を基に作成し、提案したもので、現在は、実現に向けた検討が進め

られている。 
途中に、練馬区まちづくり条例の手続きに従って調整会が開催されたマンション開

発現場があり、調整に立ち会った中村さんから経過の説明を受けた。 
 ④ 立野公園の区民参加方式による建設経過を杉崎専門員に伺った。現在は蝶を育成す

るコーナーが設けられている。 
 ⑤ 自然観察園のスタッフから最近外来の蝶が市内で増えている状況などを伺った。住

宅地開発によって桜並木が失われた状況を視察。 
 ⑥ 連続して大規模マンション開発が行われた状況を視察。付近には宅地化農地があり、

さらに開発が進むおそれもある。 
 ⑦ 緑町コミセンで意見交換 
 
成 果： ①都市計画道路である千川上水両岸の様子が確認できた。 
 ②市に隣接した練馬区側の開発の動き、まちづくりの動きを把握できた。 
 ③練馬まちづくりセンターの支援機能とそれを活用した NPO によるまちづくりの実践的

  提案活動を理解することができた。 
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 ④練馬区のまちづくり条例に基づく開発調整の事例を理解することができた。 
感 想： ●千川上水をはさんで練馬側は武蔵野側に比べると最近の開発が目立つ。武蔵野側はほと

んど第一種低層住居専用地域で安定しているが、農地や社宅が多いことから、今後開発が

進む可能性がある。 
 ●千川上水沿いの農家と農地ののどかな佇まいは、いつまでも残しておきたい風景である。 
 ●まっぷすの千川緑道プロムナード構想を実現させ、武蔵野側も連携して豊かな水辺緑道

空間が連続するようにできるといいと思う。 

11



 

 

第６回街並みウォッチング 
「イースト吉祥寺のこれからをみる」実施報告 

担当：河田弘昭 
実施日：平成 21 年２月 28 日 10：00～12：30 
参加者：内門、河田、清本、塩澤、篠原、竹之内、深田、中川、東（芝浦工大）、松田、村井、森、南、

山田 
計 14 名 

コース：①ヨドバシカメラ前→→②吉祥寺駅南口駅広計画地→→③イースト吉祥寺地区計画検討区域内、

拡幅予定道路→→④ヨドバシカメラ裏駐車場敷地→→⑤消費生活センター講座室 
 
観察地点： ① ヨドバシカメラ前に集合し、最近の吉祥寺のまちづくりの状況についてレクチャー

を行った後、ウォッチングに出発。 
 ② 吉祥寺駅南口駅前広場計画地において、用地買収が進まず、事業がうまく進捗しな

い状況や、井の頭線駅舎リニューアル計画、ユザワヤリニューアル計画の状況につ

いて視察。 
 ③ イースト吉祥寺において、街並み誘導が他地区計画を検討しているエリアに向かい、

そこで地区計画の検討状況や、風俗系店舗の立地状況、暫定駐輪場の状況などを視

察。 
 ④ ヨドバシカメラ東側の駐輪場、駐車場として利用されている街区を見学。隣接する

本町コミセンは耐震性に課題があるという。 
 ⑤ 消費生活センターにて意見交換。ここでは昨年度の事業であったイースト吉祥寺デ

ザインガイドラインの検討状況について、山田副代表から説明があった。 
成 果： ①吉祥寺駅南口駅前広場など事業がうまく進捗しない状況を理解できた。 
 ②イースト吉祥寺の地区計画の検討状況について理解できた。 
 ③イースト吉祥寺の低・未利用地の活用のあり方について思いを巡らせることができた。 
 
感 想： ●ヨドバシカメラ裏側の外資系投資会社の所有地の空き地になった状況を見ると、道路幅

員が狭く建物が密集したこのエリアにおいて、こうした空地の存在が重要であることを

認識させられた。 
 ●本町コミセンの建て替えと併せて、この街区の活用の仕方が、イーストのみならず吉祥

寺全体のまちづくりにとって大きい意味を持つ。 
 ●2004 年に当会が作成したイースト吉祥寺プロジェクト提案の先見性を認識できた。 
 ●他の商圏と比べて吉祥寺の商業力が低下してきていると言われている中で、今後数十年

先を見通した吉祥寺全体のまちづくりに着手していくことの重要性を感じた。 
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DESIGN T.MUNEMASA 

お問い合わせ◎市民まちづくり会議・むさしの事務局
matimati＠parkcity.ne.jp　http://www.parkcity.ne.jp/̃matimati/　Fax.0422-53-7092

主催◎NPO法人 市民まちづくり会議・むさしの／後援◎武蔵野市

市民のためのまちづくり検討プログラム2008
第1回◎  6月21日 sat.「調布保谷線をみる」
第2回◎  7月26日 sat.「関前～中町～御殿山～吉祥寺の隣接地のウオッチング」

第4回◎10月25日 sat.「東町～北町の隣接地のウオッチング」
第5回◎11月29日 sat.「北町～緑町～八幡町の隣接地のウオッチング」

第3回◎  9月27日 sat.「外環の街をみる」

第6回◎12月13日 sat.「イースト吉祥寺のこれからをみる」

シ
リ
ー
ズ・街
並　
　
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
。

◎参加費無料
◎武蔵野市NPO法人補助金支援事業
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日時：２００８年６月２１日(土) 

９：００～１３：００頃 

 ●調布保谷線をご存知ですか？ 

稲城市矢野口から西東京市北町まで、稲城、調布、三鷹、武蔵野、西東京の５つの市を通過す

る、幅員３６ｍの４車線道路で、総延長１４．２ｋｍの南北幹線道路です。第一期工事区間とな

った調布市部分では既に道路が一部完成し供用されています。第二期工事区間の西東京市の用地

買収率は８０％、第三期工事区間となった武蔵野・三鷹地区でも用地買収率が５０％を越えたと

言われています。 

 ●武蔵野市内を中心に計画路線を歩き、まちへの影響を考えてみませんか？ 

今回は主に武蔵野市内の道路予定地を歩き、どの様な場所をどのような幅員の道路が通るのか

を実感していただきます。その後、武蔵野赤十字病院の屋上から道路予定地を鳥瞰的に眺めるな

ど、ユニークな試みも入っています。最後に調布市の既に完成した部分を見て、まちがどのよう

に変化するのかを実感し、どうすればまちが良くなるのかを考えましょう。 

☆ 集合場所：三鷹駅北口の階段を降りたところ 

☆ 集合時間：午前 ９：００（時間厳守） 

☆ 参加費用：バス代と昼食代(各自でお支払いください。) 

☆ 持 ち 物：筆記具、カメラ（出来れば）、雨具等 

☆ 行  程： 

三鷹駅北口→9:12 境・三鷹循環ムーバス ＝＝
バ ス

9:16 本村公園北→→
徒 歩

9:25

境浄水場東側久保公園着 9：35 発 →→
徒 歩

 9:50 中央線電車庫前踏切→→
徒 歩

10:30 武蔵野赤十字病院（屋上へリポートから調布保谷線を見る）11:00

発 →→
徒 歩

三鷹市塚バス停＝＝
バ ス

調布市神代植物公園前→→
徒 歩

＜既に一部完成し

ている道路の観察＞→深大寺門前でおそばを食べながら話し合い(約一時

間)＞ 13:00 頃解散   
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第２回街並みウォッチング 

三鷹駅から井の頭公園まで、玉川上水両岸に位置する御殿山通りは、都の都市

計画道路です。三鷹橋からむらさき橋まで約 400ｍの区間は、道路拡幅により住宅

が大きく影響を受けるため、地域と行政の「みちづくり研究会（ワークショップ）」

を経て、事業化の段階をむかえています。中央線の南側で、武蔵野市民の多数はあ

まり馴染みのないところですが、緑豊かなみちづくりに向けた取り組みを三鷹側と

併せてみて行きたいと思います。また、北口の 100ｍビルの建設地も見ながらこれ

からの三鷹駅周辺のまちづくりについて考えましょう。 

☆ 集  合：7月 26 日（土）午前９：００～１３：２０ 

☆ 集合場所：三鷹駅 南口（改札から南へ出てコンビニのあるあたり） 

☆ 工  程： 

三鷹駅南口→9：20三鷹シティバス（ジブリ美術館ルート※1）→9:24 万助橋→10:00 むら

さき橋→10：30三鷹橋 

→10:40 ツインビル建設地→11:20 中町集会所  １３：２０解散 

□ 三鷹橋からむらさき橋方向【左：武蔵野側／右：三鷹側（風の散歩道）】 

 ☆ コースの概要： 

中央線三鷹駅で御殿山通りの事業区間（看板）を確認後、三鷹シティバス（ジブリ

美術館ルート※1）に乗り、万助橋で下車します。万助橋から三鷹に向かって御殿山通

りを歩きます。途中北村西望のアトリエ（文化園）、山本有三記念館、ジブリの事務所

（草屋根）が見られます。 

むらさき橋では、三鷹側の整備された歩道を見て、武蔵野側で買収が進みつつある

現況の街並みの変化を見ます。 

三鷹橋から地下道で中央線をくぐり、三鷹駅北口のツインビル（タワーズ）建設地

の外周を見て新しく出来た横河 RD センターの横を通り中央コミセン中町集会所でまと

めの懇談会を行います。（※2） 

※1 三鷹シティバス（ジブリ美術館ルート）は、10 分間隔（200 円）。行きは玉川上水の武蔵野

側を走ります。 

※2コミセンは、1:20 までなので、お弁当を買って昼食をとりたいと思います。
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◎日時 ９月２７日（土） １０時～１２時 
◎場所 武蔵野商工会館 3Ｆ 消費者生活センター 講座室 
◎講師 井上良一技監・武蔵野市企画政策室 
 

外郭環状道路（関越道～東名高速）は昭和４１年都市計画決定されましたが、縦断する７区市の強い反対

があり凍結されていました。その後平成１９年に、高速道路の外環は高架方式から地下方式に都市計画

変更されました。この変更による整備が各地区に与える影響についてさまざまな意見や疑問が行政（国・

都・市）に寄せられています。これらの疑問に対し行政は住民に説明し、課題を整理し、今後どのような対

応をしていくべきかなどの意見を聞き、地域住民の理解が得られるようにと地域ＰＩが７区市で行われてお

り、武蔵野市は１０月５日（日）に第一回が開催されます。 

一方、地上部の街路・外環の２は必要性の有無から検討を進めることになり、今後の課題です。 

今回の街並みウォッチングでは、このような外環の状況も含めて、武蔵野市のみちづくりを学ぶ機会にし

ました。講師に長年武蔵野市の都市整備、道路整備に携わってきた、井上良一技監をお招きして、武蔵

野市のみちづくりの現状についてお話をうかがいます。 

 

武蔵野市のみちづくりの現況はどうなっているのでしょうか。 

どのような都市計画道路がどこにあってその進捗状況はどうなっているのでしょうか。 

市の計画道路はどこへつながっていて、それらの区市での進捗状況はどうなっているのでしょうか。 

地図や航空写真を用いて、図上ウォッチングを行います。 

 

「まち・みちづくり」について都市計画道路を知ることから考えてみませんか。 

お話の後に意見交換をいたします。 

たくさんの方のご参加をお待ちいたします。 

参加費は無料です。参加希望の方は事務局までご一報ください。 

 

主催 NPO 法人市民まちづくり会議・むさしの 
事務局 塩澤  fax0422-53-7092 

matimati@parkcity.ne.jp 
http://www1.parkcity.ne.jp/matimati/ 

NPO 法人市民まちづくり会議･むさしの 
第３回 街並みウォッチング 

 武蔵野市と周辺地区への都市計画道路を 

知っていますか？ 

外環の 2（地上部の街路）を航空写真でウォッチング 

武蔵野市のまち・みちづくり 
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NPO 法人市民まちづくり会議･むさしの主催 市民のためのまちづくり検討プログラム 2008 

第５回街並みウォッチング シリーズ「市境を観る！！」第４弾 

 

「西東京、練馬 市境を観る 北町～緑町隣接地のウォッチング」のご案内 

 
 西東京市、練馬区とは千川上水を境に武蔵野市と接しています。千川上水沿いには現在も多くの農地

が残されていますが、青梅街道に近い西東京市、練馬区側で大規模なマンション開発や住宅地開発が行

われ、土地利用が変化してきています。また、千川上水は幅員 40ｍの都市計画道路となっており、緑町、

吉祥寺北町の未整備区間を挟んで、西側、西東京市と接する側（関前、八幡町）は既に整備済みで、東

側、練馬区の千川通りは整備の検討が始まっています。そして青梅街道と千川通りが交差する付近は、

外環の IC が計画されています。 
 このように、この地域はのどかな農地と閑静な低層住宅地として一見変化が少ない地域に見えますが、

市境を超えて周辺まで見わたすと、大きな土地利用の変化や武蔵野に関係の深いまちづくりの課題が見

えてきます。今回はこのような観点からウォッチングするとともに、近隣市区とのまちづくりの連携に

ついて考えてみたいと思います。 
 そこで、千川上水緑道のプロムナード提案などの活動を行っている、練馬区のまちづくりグループ「ま

っぷす」の皆さんにお話をうかがう機会を設けます。また、練馬区まちづくりセンターの専門研究員の

方に講師として同行して頂く予定です。下記のとおり開催しますので是非ご参加ください。 
記 

第５回街並みウォッチング「西東京、練馬 市区境を観る 北町～緑町隣接地のウォッチング」 

◎日 時：11 月 29 日（土）13：20 上石神井駅南口集合 17：00 終了予定 

◎ルート・スケジュール 

 13：20 西武新宿線上石神井駅南口集合「まっぷす」の皆さんと合流→13：30 出発→13：45 立

野橋着、外環 IC 計画地付近を見学→14：00 千川上水緑道、「まっぷす」の皆さんにお話を伺う。 
 15：00（青梅街道か立野通り付近）出発、千川上水沿いを武蔵野市方面に→15：10 立野公園→む

さしの自然観察園→千川上水に戻り→慈雲道内科病院前住宅地開発→大規模マンション開発→西

窪橋→16：00 緑町コミセンあるいは市役所西館着。 
 緑町コミセンあるいは市民協働サロンにて懇談・意見交換→17：00 終了 （懇親会） 

※雨天決行ですが、プログラムは変更する可能性があります。また、ウォッチングルートは状況に応じて変更する可能性があります。 

◎参加費無料：どなたでも参加頂けます 

◎問い合わせ・参加申込み 

NPO 法人市民まちづくり会議･むさしの 事務局 塩澤 
（連絡先） ℡090-3914-9017 Fax.0422-53-7092 

e-mail:matimati@parkcity.ne.jp 
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